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附
則
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二
」
を
「
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二
」に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
第
七
百
二
条
の
三
、
附
則
第
二
十
七
条
」
を
「
法
第
七
百
二
条
の
三
、法
附
則
第
二
十
七
条
」に
、「
附

則
第
十
九
条
の
三
第
一
項
本
文
又
は
附
則
第
二
十
九
条
の
七
第
三
項
」
を
「
法
附
則
第
十
九
条
の
三
第
一
項
本
文
又
は

法
附
則
第
二
十
九
条
の
七
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を「
か
ら
第
五
項
ま
で
」に
、「
か

ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
、「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
若
し
く

は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
九
号
中
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附

則
第
十
八
条
第
七
項
各
号
」
を
「
附
則
第
十
八
条
第
六
項
各
号
」に
、「
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
」

を
「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
附
則
第
十
八
条
第
七
項
第
二
号
」

を
「
附
則
第
十
八
条
第
六
項
第
二
号
」
に
、「
平
成
二
十
一
年
度
に
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
に
」
に
、「
平
成
二
十
一
年

度
一
般
農
地
等
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
一
般
農
地
等
」
に
、「
同
条
第
七
項
第
三
号
」
を
「
同
条
第
六
項
第
三
号
」に
、

「
平
成
二
十
二
年
度
に
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
に
」
に
、「
平
成
二
十
二
年
度
一
般
農
地
等
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度

一
般
農
地
等
」
に
、「
同
条
第
七
項
第
四
号
」
を
「
同
条
第
六
項
第
四
号
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
に
」
を
「
平
成
二
十

六
年
度
に
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
一
般
農
地
等
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
一
般
農
地
等
」
に
、「
平
成
二
十
年
度
」
を

「
平
成
二
十
三
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
一
年
度
、」を
「
平
成
二
十
四
年
度
、」に
、「
平
成
二
十
一
年
度
分
」
を
「
平
成
二

十
四
年
度
分
」
に
、「
平
成
二
十
二
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
五
年
度
分
」
に
、「
平
成
二
十
三
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十

六
年
度
分
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
附
則
第
十
八
条
第
七
項
各
号
」
を
「
附
則
第
十
八
条
第
六
項

各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
附
則
第
十
八
条
第
七
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
八
条
第
六
項
第
二
号
」
に
、「
平

成
二
十
年
度
」
を
「
平
成
二
十
三
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」に
、「
平
成
二
十
二
年
度
」

を
「
平
成
二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
」
を
「
平
成
二

十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」
に
、「
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
市
の
」
を
「
同
項
の

市
の
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
の
二
の
八
第
一
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
附

則
第
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
附
則
第
三
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
附
則
第
三
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
施
設
と
す
る
。

一

当
該
施
設
に
設
置
さ
れ
る
機
械
及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
千
万
円
以
上
で
あ

る
こ
と
。

二

当
該
施
設
に
係
る
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
一
億
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
六
条
の
二
の
十
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
八
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

43

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業
で
政

令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

一

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
事
業
（
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
停
車
場
設
備
の
整
備
を
含

む
。）及
び
当
該
設
置
事
業
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
停
車
場
建
物
又
は
旅
客
用
通
路
の
整
備
事
業
（
こ
れ
ら
の
事
業
の

開
始
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
の
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
利
用
者
の
人
数
が
三
千
人
以
上
で
あ
る
駅
又
は

停
留
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

二

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
設
置
事
業
（
当
該
設

備
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
停
車
場
設
備
の
整
備
を
含
み
、
当
該
事
業
の
開
始
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度

の
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
利
用
者
の
人
数
が
十
万
人
以
上
で
あ
る
駅
又
は
停
留
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の

に
限
る
。）

44

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
停
車
場
建
物
そ
の
他
の
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前
項
第
一

号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
停
車
場
建
物
及
び
旅
客
用
通
路
に
係
る
家
屋
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
と
す

る
。

45

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
停
車
場
設
備
そ
の
他
の
鉄
道
事
業
の
用
に
供
す
る
償
却
資
産
で
政
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
償
却
資
産
と
す
る
。

一

第
四
十
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
停
車
場
設
備

二

第
四
十
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設

備
及
び
停
車
場
設
備

附
則
第
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
次
条
」
に
改
め
、「
若
し
く
は
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
」
を
削

る
。附

則
第
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
の
指
定
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
の
指
定
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
の
六
第
三
項
中
「
附
則
第
十
九
条
の
四
第
八
項
及
び
第
二
十
七
条
の
二
第
八
項
」
を
「
附
則
第
十
九

条
の
四
第
六
項
及
び
第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
附
則
第
十
九
条
の
四
第
八
項
」
を
「
附
則

第
十
九
条
の
四
第
六
項
」
に
、「
附
則
第
二
十
七
条
の
二
第
八
項
」
を
「
附
則
第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
八
項
及
び
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
七
項
及
び
第
三

十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

法
附
則
第
四
十
一
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

と
す
る
。

一

法
附
則
第
四
十
一
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
移
行
一
般
社
団
法
人
等
を
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の

認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
益
法
人
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
公
益
法
人
」
と
い
う
。）と
み
な
し
て
算
定
し
た
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
同
法
第
十
六
条
第

二
項
に
規
定
す
る
遊
休
財
産
額
が
、
当
該
移
行
一
般
社
団
法
人
等
を
公
益
法
人
と
み
な
し
て
算
定
し
た
同
条
第
一

項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
超
え
な
い
こ
と
。

二

前
事
業
年
度
に
係
る
損
益
計
算
書
の
収
益
の
部
に
計
上
し
た
額
の
合
計
額
が
、
五
千
万
円
に
当
該
前
事
業
年
度

の
月
数
（
当
該
月
数
は
、
暦
に
従
つ
て
計
算
し
、
一
月
に
満
た
な
い
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
一
月
と
す

る
。）を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
三
十
条
第
一
項
中
「
被
災
事
業
用
資
産
震
災
損
失
合
計
額
」
の
下
に「（
当
該
被
災
事
業
用
資
産
震
災
損
失
合

計
額
の
う
ち
に
同
号
に
規
定
す
る
棚
卸
資
産
震
災
損
失
額
が
含
ま
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
棚
卸
資
産
震
災
損
失
額

に
係
る
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
に
よ
り
補

さ
れ
る
部
分
の
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
補

さ
れ
る
部
分
の
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）」を
加
え
る
。

附
則
第
三
十
一
条
第
四
項
第
一
号
、
第
五
項
第
一
号
及
び
第
六
項
第
一
号
中「
警
戒
区
域
設
定
指
示
が
行
わ
れ
た
日
」

を
「
居
住
困
難
区
域
を
指
定
す
る
旨
の
公
示
が
あ
つ
た
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
に
関
す
る
手
続
」
を
「
の
適
用
を
受
け
る
不
動
産
の
範
囲
等
」
に
改
め
、
同

条
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
鉄
道
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た

す
鉄
道
施
設
（
鉄
道
事
業
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
施
設
を
い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

一

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四

十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
が
作
成
し
た
市
街
地
の
移
転
に
関

す
る
計
画
に
従
つ
て
建
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

被
災
鉄
道
施
設
（
法
附
則
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
被
災
鉄
道
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
敷
地
以
外
の
土
地
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

被
災
鉄
道
施
設
に
代
わ
る
も
の
と
法
附
則
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
道
府
県
知
事
が
認
め
る
鉄
道

施
設
（
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
代
替
鉄
道
施
設
」
と
い
う
。）に
係
る
鉄
道
事
業
（
鉄
道
事
業
法
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
用
に
供
さ
れ
る
路
線
の
起
点
か

ら
終
点
ま
で
の
距
離
が
、
被
災
鉄
道
施
設
に
係
る
鉄
道
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
路
線
の
起
点
か
ら
終
点
ま
で

の
距
離
の
百
分
の
百
二
十
以
下
で
あ
る
こ
と
。

四

代
替
鉄
道
施
設
に
係
る
鉄
道
事
業
の
線
路
の
単
線
又
は
複
線
の
別
が
、
被
災
鉄
道
施
設
に
係
る
鉄
道
事
業
の
線

路
と
同
一
で
あ
る
こ
と
。
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